
  

 
  

 
 

 
 
 
 

  不動産賃貸料の収入すべき時期 

Ｑ：私はアパートを賃貸している個人事業

者です。当月分の家賃は前月末日に支払いを

受ける契約になっていますが、このような場

合、来年１月分の家賃は今年の収入金額にな

るのでしょうか？  

 

Ａ：収入は、原則として支払を受ける年分

に計上しますので、今年の収入金額となりま

す。 

【解説】 

 不動産所得の家賃収入は、所得税法上、①

契約又は慣習により支払日が定められている

ものについてはその支払日②支払日の定めら

れていないものについては支払を受けた日③

請求があったときに支払うとされているもの

については請求日、に計上するものとされて

います。したがって、ご質問の場合ですと、

今月の家賃は前月末日に支払いを受ける契約

になっているということですので、来年１月

分の家賃は本年１２月３１日に支払いを受け

ることになり、本年の不動産所得に含めるこ

とになります。 

 ただし、帳簿を備え付け、継続的にその年

中の貸付期間（１月～１２月）に対応する金

額をその年分の不動産所得に含める処理をし

ている場合には、前受収益及び未収収益の経

理を行うなど一定の要件を満たしている場合

に限り、その処理も認めるとされています。 

 つまり、１月分の家賃は本年１２月３１日

に支払いを受けたとしても、本年において前

受収益として処理していれば、来年の収入に

計上できるということです。  
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